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柱３にかかわっては、児童生徒が日常生活の様々な活動がよりよいものとなるよう、学校、家庭地
域がそれぞれの機能を十分に発揮し、一体となった教育を一層推進する必要があります。特に、保護
者や地域住民と共に児童生徒の生活習慣を定着させたり、地域を学習の場として活動を展開したりす
る取組を工夫することが重要です。

％ （ ）内はＨ１９
【小学校】 国語Ａ 算数Ａ 国語Ｂ 算数Ｂ

ａ 毎日食べる ６２．４（８０．６） ６８．３（７８．４） ４８．２（６０．０） ４９．３（６０．７）
ｂ 全く食べない ４２．８（６７．２） ５０．７（６０．５） ２８．６（４０．０） ３３．０（４４．３）
ａーｂ １９．６（１３．４） １７．６（１７．９） １９．６（２０．０） １６．３（１６．４）
【中学校】 国語Ａ 数学Ａ 国語Ｂ 数学Ｂ

ａ 毎日食べる ７４．４（８１．９） ６３．５（７１．８） ６１．４（７２．０） ４８．７（６０．４）
ｂ 全く食べない ６１．９（７１．４） ４１．５（５０．５） ４３．９（５４．０） ３０．０（４０．２）
ａーｂ １２．５（１０．５） ２２．０（２１．３） １７．５（１８．０） １８．７（２０．２）

％ （ ）内はＨ１９
【小学校】 国語Ａ 算数Ａ 国語Ｂ 算数Ｂ

ａ 当てはまる ６２．２ ６７．７ ４８．０ ４８．９
ｂ 当てはまらない ５４．８ ６１．６ ４０．１ ４２．２
ａーｂ ７．４ ６．１ ７．９ ６．７
【中学校】 国語Ａ 数学Ａ 国語Ｂ 数学Ｂ

ａ 当てはまる ７２．７ ６０．０ ５９．２ ４５．７
ｂ 当てはまらない ７０．５ ５７．０ ５５．３ ４２．４
ａーｂ ２．２ ３．０ ３．９ ３．３

○ 朝食を毎日食べているかどうかの違いから見ると、昨年同様、毎日食べている児童生徒の方
が平均正答率が高い傾向が見られる。例えば、小学校においては、毎日食べている児童と、全
く食べていない児童の平均正答率がすべての教科においても１５ポイント以上の差があるなど
の違いが見られる。

◎ 毎日、朝食を食べる、決まった時刻に就寝するなど、生活リズムを整える必要がある。

傾向と考察

調査結果

○ 今住んでいる地域の行事に参加しているかどうかの状況から見ると、小学校では、参加し
ている児童の方がすべての教科において平均正答率が高く、中学校では、数学Ａ、国語Ｂ、
数学Ｂにおいてやや高い傾向が見られる。

◎ 社会体験や自然体験等を通して、そのよさが実感できるようにする必要がある。

【参考】
◆ 学校に持っていくものを

事前に確かめたり、同じく
らいの時刻に就寝したりし
ているかどうかの違いから
見 た 平 均 正 答 率 に お い て
も、毎日している児童生徒
と全くしていない児童生徒
の平均正答率の差が大きい
傾向にあります。
（詳細；Ｐ１２０参照）

【参考】
◆ 海、山、湖、川などに

行 っ て自然 のすば らしさ
を 感 じたり してい るかど
う か の違い から見 た平均
正 答 率にお いても 、何度
も し ている 児童生 徒と全
く し ていな い児童 生徒の
平 均 正答率 の差が やや大
きい傾向にあります。
（詳細；P １４５参照）

【提言１】

■生活のリズムを整える■

【提言２】

■地域住民の力を学習に生かす■

調査結果

傾向と考察

日常生活を充実する
～学校、家庭、地域との間に「確かな学力」について十分な共通理解を図り、

児童生徒の学力や学習状況を共有し、それぞれの機能を十分に発揮させる～

◆ 今住んでいる地域の行事に参加しているかどうかの違いから見た平均正答率（詳細：Ｐ１４３ 参照）

柱 ３

◆ 朝食を毎日食べているかどうかの違いから見た平均正答率（詳細： Ｐ１２０ 参照）
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【提言１】 ■生活のリズムを整える■

具 体 方 策

【提言２】 ■地域住民の力を学習に生かす■

具 体 方 策

○ 教育活動の中で、物や時間を大切にすることについて、児童生徒自身が自覚す

ることができる指導を行います。

○ １日や１週間の学習の内容や量を振り返ることができるよう、帰りの会などで
生活記録する機会を位置付けます。
→道教委作成資料４：「参考資料」Ｐ２９２参照

○ 学校便り等で家庭学習の意義の重要性を説明するとともに、家庭学習の内容や
時間などの目安を示します。
→事例９（Ｐ３０）参照

○ 「早寝早起き朝ごはん」を家族みんなで取り組んだり、家庭で、テレビをつ
けずに家族で会話する時間や読書の時間を確保したり、家庭生活について、「我
が家の決まり」などを設けたりします。

○ 「おはよう」「ただいま」など、生活の節目として大切なあいさつを家族みんなで実

践したり、その大切さについて実感したり、話し合ったりします。

○ 退職教員等をボランティアとして活用し、放課後や休日を活かした学習の支援を
します。
→事例10（Ｐ３１）参照

○ 公民館や公立図書館等において、学習内容や家庭学習の進め方等についての学習
相談を行います。
→道教委作成資料５：「参考資料」Ｐ２９３参照

○ 学生や地域住民を外部講師とする学習活動の支援や児童生徒の安全を守るボラン

ティア活動を進めます。

→事例11（Ｐ３２ ）参照

○ 学校行事と町内会事業の関連を図り、地域の教育力を活用した効果的な体験活動

を展開するようにします。

○ 児童生徒が身近に活用することができる地域素材の教材を作成するためのワーキ
ンググループを立ち上げ、校区内における体験活動の充実を図ります。
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【事例９～学校便り等で家庭学習の意義や内容や時間などの目安を示します。】

実践提案
＜提言１から＞ ■生活のリズムを整える■

◆◆ 取組の特徴 ◆◆
本実践は、学校と保護者
が共通理解を図り、足並み
を揃えて児童の学習を支え
るよう工夫しています。ま
た、家庭学習の具体的な例
を明記し、保護者の協力と
理解を得るように工夫して
います。

宿題と家庭学習について
先週から、毎日宿題を出しています。宿題は提出していただき、忘れることのないよう、ご

協力とご理解をお願いします。
本小学校では、宿題と家庭学習の2本の柱で学力の定着を図っていくことにしています。
ここでその２つの違いについて少し説明させていただきます。

《宿題》
目的は、次の二つです。
① 宿題を家庭で行うことによって、毎日学習する、机に向かう習慣をつけることになる。
② 学校から出される宿題なので、学習したことやこれまでの振り返りなど基礎的な学習内容
の定着を図ることにつながる。
上記のような目的から、学校から毎日宿題を出しています。宿題ですので必ず毎日やらなくて

はいけませんし、提出も絶対です。提出された宿題については、学校で 責任をもって解答し、
返却することとします。
《家庭学習》

目的は、次の二つです。
① 自分の力で学習することを見つけ、自分で学習を展開できるようにする。（自学の力を育てる）
② 教科の枠にとらわれずに、自分のやりたいこと（計算や漢字、日記、調査など）に取り組

め、学びへの興味・関心を高めることにつながる。
家庭学習は、宿題の発展型ととらえてもよいと思います。宿題では足りない部分を補ったり、

もっと詳しく学んでみたいことに取り組んだりするのが家庭学習だと考えています。

家庭学習については、無理強いするものではありません
が、出来るだけ取り組んでいただきたいと考えています。

先週「ノートを２冊用意してください。」とお願いし
ましたが、これは、ノートを提出してもらっても、そ
の日のうちに返却することが出来ないからです。１冊
目を提出したら、提出した日は、残っている方のノー
トに家庭学習をしてください。次の日には、前日提出
したノートが返却されますので２冊のノートを交互に
使用していくことになります。

スケッチブック〔sKetchbook〕 ５年１組
～４０人が描く、世界にたった一つのアート～ NO,8

○月○日 ○月○日
《算数》 《日記》
計算をしよう！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
４２ ６８２ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

×４８ × ５２ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥

《文章問題》
‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 《○○はなぜ？》(自由研究)
‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥
答え

学校での学習と家庭学習

の関連性や目的をしっかり

と説明し、保護者等の理解

を得るよう努めます。

家庭との連携を図った生活習慣・学習習慣の改善

■学校全体としての共通理解

低学年 中学年 高学年

家庭学習 １０分～２０分 ３０分～４０分 ５０分～９０分

宿題時間 ５分～１０分程度 ５分～１０分程度 ５分～１０分程度

宿題の ○家庭学習の習慣化が目的なので、机に向かうきっかけとなる短時間

内 容 で終えられる内容で、点検を確実に行えるように各担任が工夫する。
○毎日の継続を重視する。

○時間割をそろえる ○時間割の準備に加え漢 ○時間割の準備に加え、
家庭学習 ○筆入れの準備 字の書き取りを中心と 予習・授業・復習の
到達目標 ○家庭で机に向かう習 した復習を重視、予習 形の基礎を養う。

慣の確立 は教科書の音読程度 ○特に算数を重視する。

学校として家庭学習にかけ

る時間や学習内容及び目標と

する姿について明記し、学校

と保護者等が共通理解を図っ

て、生徒の育成に努めます。

上川管内旭川市立朝日小学校（中規模）
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○○君 □□君

▲▲さん ◆◆さん

退職教員の方々を活用し、
生徒一人一人の学習意欲を高
めるために、個に応じた学習
指導を展開します。

生徒が自信をもって学習に
取り組み、さらに新しい課題
を見付け、取り組むことがで
きるように支援します。
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【事例１１～外部講師による学習活動の支援や児童生徒の安全を守るボランティア活動を進めます。】

子どもたちが、自分の生き方や考え方を見つめ、生活を豊かにすることができるよう地
域の外部人材を活用した取組を進めます。

実践提案
＜提言２から＞ ■地域住民の力を学習に生かす■

◆◆ 取組の特徴 ◆◆
本実践は、児童が、学習したことが自分に身に付いているという実感をもつこ

とができるよう、多様な分野の外部講師を招くなどの工夫をしています。また、
児童自身が自らの生き方等について考えることができるよう、専門的な知識を有
するボランティアや経験豊かなボランティアに協力を依頼するなど、町全体で取
り組めるよう工夫しています。

【教科等における学習ボランティア】
□「イキイキ支援活動」
・対象教科：書写
・外部講師：書写ボランティア（書家）
・対 応：第５、６学年
・活動の様子

楷書における点画や字形の変化を理解す
することを目標に、書家である外部講師と
のＴＴの授業を行っている。

外部講師は、実際に筆遣いや筆運びを演
示ながら、基本になる点画について説明を
します。

【教師の声】

子どもたちは、できあがった作品に満足感
や充実感を感じ、その後ノートや展示物には、
ていねいな文字が書かれるなど、文字をかく
ことに対する興味・関心の高まりが見られ
た。

【子どもの安心安全に向けたボランティア】
□「ホカホカ見守り活動」
・対 象：登下校時
・外部講師：清水っ子見守り隊（地域住民）
・対 応：全校児童
・活動の様子

活動の全体計画や地域の不審者情報マッ
プ等を作成し、毎週、月曜日、金曜日の２
回、児童の下校時に、安全定点指導及び巡
回指導を行っている。子育て応援組織「北
海道すきやき隊」にも登録されている。

【保護者の声】

低学年の子どもたちが、友だち数人と歩い
ており、学校まで安心して登校でき、よいこ
とだと思いました。また、男子児童数名が、
横断歩道ではないところをわたっており、上
級生が注意する姿が見られ、学級での指導の
様子が伺えました。

十勝管内清水町立清水小学校（中規模）

教科等における
学習指導ボランティア

イキイキ支援活動

【検証の視点】
指導者の役割の明確

化と身に付けさせたい
力の明確化

・書写ボランティア
・読み聞かせボランテ

ィア
・家庭科支援
・クラブ活動支援

子どもの安全安心に向
けた支援ボランティア

ホカホカ見守り活動

【検証の視点】
安全・安心の確保と

保護者や地域住民との
触れ合いの機会の充実

・「○○○っ子見守りたい」
・おはよう交通安全指導
・スケートリンク造成
・地域参観日
・おやじの会

町行政や地域の関係機
関と連携した活動

ドキドキ体験活動

【検証の視点】
豊かな体験による子

どもの課題意識の醸成
や豊かな心の育成

・ベンチャーズ支援事
業（商工青年部）

・生活リズム向上推進
事業

・酪農、農業体験事業
（ＪＡ青年部 ほか）

子どもの生活リズムの
向上を目指した活動

ワクワク放課後活動

【検証の視点】
集団遊びや異学年の

交流などの促進による
子どもの居場所づくり

・放課後子どもプラン
推進事業

・学校施設開放事業

外部人材を活用した活動の４つの視点




